
［大飯発電所　洗濯排水処理設備の改造］
１，２号機　洗濯排水処理設備取替工事および、
３，４号機　洗濯排水処理設備新設工事概要

　

　 　　　　大飯発電所１，２号機の洗濯排水処理設備は、設置から２０年以上が経過し経年劣化傾向が
　　　　見られることから、信頼性向上を図るため取り替える。
　　　　　また、大飯発電所３，４号機では、発電所外への放射性物質の放出低減のため、新たに洗濯
　　　 排水処理設備を設置する。

工事概要
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【アスファルト固化装置】
　濃縮廃液等をアスファルトとともに
ドラム缶に固型化する。

【雑固体焼却装置】
　可燃性廃棄物を焼却する。

【洗濯排水処理装置】
　洗濯排水等を、ろ過膜でろ過することにより
透過水と濃縮液に分離する。

【洗浄排水モニタタンク】
　洗濯排水処理装置で処理された
透過水は洗浄排水ﾓﾆﾀﾀﾝｸへ回収
する。

透過水

＜記号の説明＞

：取り替えまたは、
　新設範囲

１，２号機取替
３，４号機新設

（濃縮液の処理）
　取替後の濃縮液は脱水処理後、
  雑固体焼却装置で焼却する。

3,4号機は、
廃液蒸留水ﾀﾝｸ

１，２号機取替（１基）
３，４号機新設（１基）

［処理能力］

　・ 変更前　：　２ｍ３／ｈ

　・ 変更後　：　２ｍ３／ｈ

［方式］
　・変更前：逆浸透膜装置
　・変更後：膜分離活性汚泥装置




